
（１）教育長報告

年月日 曜 時刻 行事名 場所

22/11/30 水 14:00 教育委員会定例会 都南分庁舎　教育委員会室

22/12/01 木 16:00 市長と教育委員会の予算に関する懇談会 本庁舎　403会議室

22/12/02 金

22/12/03 土

22/12/04 日

22/12/05 月 13:00 【市議会】招集初日 本庁舎　議場

22/12/06 火

22/12/07 水 13:30 盛岡市教育支援委員会② 都南分庁舎　大会議室

22/12/08 木

22/12/09 金 10:00 【市議会】一般質問 本庁舎　議場

22/12/10 土

22/12/11 日

22/12/12 月 10:00 【市議会】一般質問 本庁舎　議場

22/12/13 火 10:00 【市議会】一般質問 本庁舎　議場

22/12/14 水 10:00 【市議会】一般質問 本庁舎　議場

本会議
終了後

【市議会】全員協議会 本庁舎　委員会室

22/12/15 木

22/12/16 金 10:00 【市議会】議案質疑 本庁舎　議場

22/12/17 土 15:00 盛岡市中学校体育連盟70周年記念式典 サンセール盛岡

16:00 盛岡市中学校体育連盟70周年記念祝賀会 サンセール盛岡

22/12/18 日 18:00 令和４年度盛岡芸術功労者表彰及び盛岡芸術懇談会 アートホテル盛岡

22/12/19 月 10:00
【市議会】総務・教育福祉常任委員会 本庁舎　委員会室

22/12/20 火 11:30 日本赤十字社来訪 都南分庁舎　教育長室

22/12/21 水 14:00 県中体連事務局来訪 都南分庁舎　教育長室

22/12/22 木 9:00 市立高校第３回総合会議 都南分庁舎　教育委員会室

13:00 【市議会】定例会最終日 本庁舎　議場

22/12/23 金

22/12/24 土

22/12/25 日

22/12/26 月 14:00 教育委員会定例会 都南分庁舎　教育委員会室



（２）令和４年12月市議会定例会の概要について

月日 答弁者 担当課

12月9日 ＜一括質問＞

(金)
1 小笠原秀夫

（盛友会）

教育長 ・小中学校における置き勉の対応・指導状況について示せ。 学校教育課

教育長 ・置き勉のメリット・デメリットをどう評価しているか。 学校教育課

教育長 ・置き勉を導入のための環境整備をどう捉えているか。 学校教育課

教育長
・子供の状況に応じて置き勉をする、しないを選択できる環境が
あってしかるべきと考えるが、教育長の所見を示せ。

学校教育課

教育長
・小中学生が高校の部活動に参加して高校生や高校教員の指導を
受けるなどの取り組みを検討してはいどうか。

学校教育課

2 大畑正二

（創盛会）

教育長
・空き教室の活用に対する考え方、放課後の子育て支援に対する
所見を示せ。

総務課

3 菊田　隆

（盛友会）

教育部長 ・盛岡市のいじめ・不登校の現状を示せ。 学校教育課

教育部長 ・盛岡市の不登校増加の背景はどのような傾向か示せ。 学校教育課

教育部長 ・事前に有効な対策が取れなかったのか、所見を示せ。 学校教育課

市長
・一刻も早く夜間中学設置に向け努力すべきと考えるが、市長の
所見を伺う。

学務教職員課

教育長
・市内に２千人以上の義務教育未修了者がいるなどの現実を、教
育委員会は認識しているか。

学務教職員課

教育長
・生活保護世帯の学ぶ意欲のある子供たちへの支援は急務だと考
える。盛岡市も自らの支援策を考えてほしいがいかがか。

学務教職員課

4 庄子春治

（共産党） 教育部長 ・義務教育未修了者の調査検討が必要ではないか伺う。 学務教職員課

教育部長
・外国人について平成28年度以降調査は行われているか。学ぶ権
利を保障するため。適切な対応が図られる必要があるのではない
かを伺う。

学務教職員課

教育部長 ・「形式卒業」の生徒数について、ここ数年の実態を示せ。 学校教育課

教育部長 ・不登校生徒の卒業後の進路について、ここ数年の実態を示せ。 学校教育課

子育て支援について

(1) 空き教室の有効活用

教育課題について

(1) 増加するいじめ、不登校児

(2) 夜間中学

(3) 生活保護世帯の子供の大学進学

夜間中学について

(1) 成果と課題

質問議員
（会派）

質問要旨

学校教育について

(1) 置き勉の現状

放課後ラクビーについて



月日 答弁者 担当課
質問議員
（会派）

質問要旨

12月9日 4 庄子春治 教育長
・義務教育課程を学ぶことをどう保障するか、改めて検討する必
要性について、所見を示せ。

学校教育課

(金)

（共産党） 教育長
・新渡戸稲造が設立した札幌の遠友夜学校の功績と、夜間中学の
必要性について教育長の所見を示せ

学務教職員課

5 髙橋和夫

（共産党） 教育部長 ・玉山地域の小中学校における学校統廃合の状況について伺う。 学務教職員課

6 神部伸也 【該当なし】

（共産党）

12月12日 7 鈴木　努 【該当なし】

(月) （共産党）

8 後藤百合子

（盛友会）

教育長 ・学校における邦楽教育の進展と実情を示せ 学校教育課

教育長
・小型筝（こと）「和音（かずね）」の本市の教育現場での導入
状況を示せ。

学校教育課

教育長 ・邦楽文化に対する音楽教育の在り方についての所見を示せ。 学校教育課

9 田山俊悦 【該当なし】

（盛友会）

10 中村　亨

（市政クラブ）

教育長 ・部活動指導員の配置状況について示せ。 学務教職員課

教育長
・部活動指導員が配置されたことによる、中学校教員の部活動指
導時間等への効果について示せ

学務教職員課

教育長 ・学校における部活動の責任体制について、どのように示せ。 学務教職員課

教育長 ・教員に対する休日の適切な報酬について示せ。 学務教職員課

教育長 ・「兼職兼業」に関する整備が早期に必要と考えるがいかがか。 学務教職員課

教育部長 ・部活動の地域移行への取組についての見解を示せ。 学務教職員課

11 竹花せい子

（市政クラブ） 教育部長 学務教職員課

(2) 学校給食への地元産食材の使用状況

教育部長
・どのような地元産食材を使用した学校給食を児童生徒たちが食
したのか伺う。

学務教職員課

教育部長 ・食した際、感想や意見を聞いているか伺う。 学務教職員課

学校音楽での和楽器演奏の実情について

(1) 演奏教育の実態

教育行政について

(1) 部活の地域移行の課題

小中学校給食の食材について

(1) 学校給食への有機食材の使用状況

(2) 小型筝「和音」の演奏

学校統廃合について



月日 答弁者 担当課
質問議員
（会派）

質問要旨

12月12日 11 竹花せい子

(月) （市政クラブ）

教育長
・スクールロイヤーにおける現状を踏まえた市の見解について示
せ。

総務課

(2) 今後の方針

教育長 市独自のスクールロイヤーの配置について見解を示せ。 総務課

12 伊勢志穂

（市政クラブ）

教育長 ・支援学級にはどのような教師が何人配置されているのか、 学務教職員課

教育長 ・教師の配置基準を示せ。 学務教職員課

教育長
・「スクールアシスタントの先生にもう少し長く勤務推してもら
いたい。」という保護者の声があるが、所見を示せ

学校教育課

教育長
・退職教員を対象にしたボランティア募集を行うのはどうか、所
見を示せ。

学校教育課

教育長
・保護者が支援学級へボランティアとして参加することの是非に
ついて、所見を示せ。

学校教育課

12月13日 13 伊達康子

(火)
（公明党）

教育長
盛岡市の小中学校では、現在どのような取り組みを行っているか
現状と課題を示せ。

学校教育課

教育長 今後の取り組みについて示せ。 学校教育課

14 三田村亜美子 幼児教育・保育行政について

（共産党） 教育部長
・米内幼稚園の今後の在り方について地域住民に方向性が示され
た経緯と内容について知らせよ。

学務教職員課

教育部長
・幼保連携型認定こども園化の検討の余地があるものと思うが所
見を伺う。

子ども未来部
学務教職員課

教育長
・盛岡市内で把握している小中学校での「発達障害の子供」「発
達障害と思われる子供」の人数や割合について示せ。

学校教育課

教育長
・「発達障害と思われる子」への対応は。どのように行われてい
るのか、支援にはどのようなものがあるのか。どのように取り組
んでいるのかについて示せ。

学校教育課

教育長
・令和４年度当初のスクールアシスタントの配置の要望と配置状
況、令和５年度に向けての要望の状況について施示せ。併せて、
学校の要望にもれなく答えるべきと考えるが、所見を示せ。

学校教育課

教育長
・学校現場や広く市民に対し、発達障害の理解促進に取り組むべ
きと考えるが、所見を示せ。

学校教育課

学校教育と子供支援について

スクールロイヤーについて

(1) 現状を踏まえての見解

支援学級での指導について

(1) スクールアシスタント等

(2) 保護者の参加

子供の目の健康について

(1) 児童生徒の目の健康



月日 答弁者 担当課
質問議員
（会派）

質問要旨

12月13日 14 三田村亜美子 教育長
・不登校になる前の段階から、スクールカウンセラーとの日常的
な連携と学校全体の意識向上を図る浜松市の取組を参考に、子供
のメンタルケアの取組を強化すべきと考えるが、所見を示せ。

学校教育課

(火)

（共産党） 教育長 ・盛岡市の職員定数の年度当初と最新の充足率について示せ。 学務教職員課

教育長 ・教員定数に対する臨時的任用教員の数と率を示せ。 学務教職員課

教育長
・産休育休、病休、辞職等による欠員はそれぞれ何人いるか示
せ。

学務教職員課

教育長 ・欠員に対し、100％補充されているのか示せ。 学務教職員課

教育長
・産休育休代替の教員を年度当初から先行配置できる文科省の事
務連絡について、その内容を示せ。

学務教職員課

教育長
・代替職員の先行配置を盛岡市でも実施できないか、所見を示
せ。

学務教職員課

教育部長
・（仮称）第二・三センター候補地の検討状況の詳細について伺
う。

学務教職員課

教育部長
・（仮称）第二・三センターについてはいったん白紙なのか伺
う。

学務教職員課

教育部長 ・今後の方向性について検討状況を伺う。 学務教職員課

教育部長 ・「親子方式の実施について、改めて所見を伺う。 学務教職員課

教育部長 ・農林部と協力した取り組みについて伺う 学務教職員課

教育長
・「制服の選択制導入」に係り、各学校では、誰でも不安なく服
装という自己表現の権利を尊重し合えるよう、どのように取り組
んできたかについて示せ。

学校教育課

教育長
・今後、他の学校が導入を検討する際に、参考となる取組事例に
ついて示せ。

学校教育課

教育長
・小中学校の個室トイレの生理用品設置は何校になっているか示
せ。

学校教育課

教育長 ・各学校は、どのように生理用品を用意しているのか示せ。 学校教育課

教育長
・令和５年度に向けて、消耗品として市が責任をもって予算化し
て頂きたいが、所見を示せ。

学校教育課

15 鈴木一夫 【該当なし】

（市政クラブ）

16 大谷陽介

（市政クラブ）

教育長
・タブレット端末の持ち帰りについて、現状はどうなっている
か。

学校教育課

教育長 ・１回目の持ち帰りから見えてきた課題は何か示せ。 学校教育課

学校給食について

ジェンダー平等推進のための施策について

教育について

(1) ICT教育の現状と課題



月日 答弁者 担当課
質問議員
（会派）

質問要旨

12月13日 16 大谷陽介 (2) 情報リテラシー教育

(火)

（市政クラブ） 教育長
・どのようなことをすれば端末が壊れ、詐欺被害に巻き込まれそ
うになるかを学校という枠の中で体験することは子どもたちに
とっても有益だと思うがどうか、見解を示せ。

学校教育課

教育長
・出欠デジタル化、授業の理解度のコンピュータによる回答の仕
組みなど，ぜひ試すべきだと考えるがどうか。

学校教育課

教育長
・運用面で何か支障が出ているのか、あるとすれば解決に向けど
のような対応を考えているか。

学校教育課

17 太田隆司 【該当なし】

（公明党）

12月14日 18 浅沼克人

(水)
（盛友会）

教育長
・コロナ禍における教育現場の多忙化や教員不足の現状とその影
響をどのように把握しているか。

学務教職員課

教育長 ・教職員の定数増や加配に向けて所見を示せ。 学務教職員課

教育長
・盛岡市総合計画に載せている生徒指導強化事業の計画は、どの
ような位置づけであり、今後の転嫁についてどのように検討して
いるか示せ。

学校教育課

教育長
・外部専門人材や地域人材の活用については、どのように考えて
いるか。

学校教育課

教育部長 ・学校と地域を両立させた指導体制はできないのか。 学務教職員課

教育部長 ・小中学校においてはどのような取り組みを行っているか示せ。
生涯学習課
歴史文化課

教育部長 ・これまでどのような成果があったか示せ。
生涯学習課
歴史文化課

教育長
・小中学校で伝統芸能活動の取組を行っている学校数はどれくら
いかを示せ。

学校教育課

教育長
・地域特有の踊りなどを伝承している学校の状況、披露されてい
る場面、波及効果を示せ。

学校教育課

教育長
・活動を推進する上での課題、必要と考える対策についての所見
を示せ。

学校教育課

19 豊村徹也

（創盛会） 教育長
「新型コロナウイルス感染症の基本的対処方針」の変更等につい
てに示されたオミクロン対応に係る方針について、教育長の受け
止めと、学校現場における対応について所見を示せ。

学校教育課

教育長
・行動制限による自動・生徒への精神的・肉体的な影響について
所見を示せ。

学校教育課

教育行政について

(1) 教員不足と多忙化による影響

(2) 部活動の地域移行

(3) 友好都市間交流

(4) 伝統芸能活動

乳幼児・子供ワクチン接種について

新型コロナとインフルエンザの同時流行について



月日 答弁者 担当課
質問議員
（会派）

質問要旨

12月14日 ＜一問一答＞

(水)
1 工藤健一 【該当なし】

（盛友会）

2 池野直友

（公明党）

教育部長 ・コロナかにおける現在の取組状況はどうなっているか。 学校教育課

教育部長
・この３年間の教育活動の奏で心配なこと、危惧されることは何
か。

学校教育課

教育長 ２年目にかける教育長の思いを示せ。 学校教育課

教育長 盛岡の先人教育にかける思いを示せ。 学校教育課

3 野中靖志

（市政クラブ）

教育長
・条例制定の動きについてどう受け止めているか、教育長の所見
を伺う。

生涯学習課

教育長
・「子どもの人権」を重視した家庭教育の実践について、所見を
伺う。

生涯学習課

4 兼平孝信

（創盛会）

教育長
・これまでの経緯を踏まえ、計画が進行する現状に対し、後期計
画に対してどのように思われるのか尋ねる。

学校教育課

教育長
・盛岡市立高校は、進む後期計画や特色ある教育を掲げる私立高
校の現状を見、どのような高校を目指すのか、目指しているの
か。

学務教職員課

教育長
・令和３年度中に作成するとしていた第３次教育改革の内容はど
のようなものか。

学務教職員課

5 髙橋重幸 【該当なし】

（市政クラブ）

(1) 進む県立高等学校再編に対する所感

(2) 盛岡市並びに盛岡ブロックにおいて市立高校の目指すもの

(1) コロナ禍での教育

(2) 教育長の思い

(3) 先人教育

「統一教会」問題について

(2) 市政における対策

盛岡市立高校について

教育行政について



（３）専決処分の報告について 

 

１ 報告の趣旨 

  地方自治法（昭和22年法律第67号）第180条第１項の規定により専決処分したものについて、

同条第２項の規定により12月市議会定例会に報告事項として提出したので、報告するものである。 

 

２ 専決処分の内容 

下記の工事について、契約金額を専決処分により変更したものである。 

   (1) 盛岡市立仁王小学校校舎大規模改修（機械設備）工事（報告第 124号） 

   (2) 盛岡市立仁王小学校校舎大規模改修（電気設備）工事（報告第 125号） 

   (3) 盛岡市立図書館耐震改修及び大規模改修（建築主体）工事（報告第 126号） 

 

３ 報告書 

  別紙のとおり 



 

報告第 124号 

専決処分の報告について 

 地方自治法（昭和22年法律第67号）第 180条第１項の規定により次のとおり専決処分したから、

同条第２項の規定により報告する。 

令和４年12月５日提出 

 盛岡市長 谷 藤 裕 明 

 

   専決処分書 

 下記工事の一部設計変更に伴う契約の変更について、地方自治法（昭和22年法律第67号）第 180

条第１項及び盛岡市長専決条例（昭和23年条例第42号）第２条第８号の規定により、専決処分する。 

工 事 件 名 変 更 内 容 専決処分年月日 

盛岡市立仁王小学校校舎大規模改修（機械

設備）工事 

契約金額「 278,027,200円」を

｢ 280,935,600円｣に改める。 
令和４年11月15日 

 



 

報告第 125号 

専決処分の報告について 

 地方自治法（昭和22年法律第67号）第 180条第１項の規定により次のとおり専決処分したから、

同条第２項の規定により報告する。 

令和４年12月５日提出 

 盛岡市長 谷 藤 裕 明 

 

   専決処分書 

 下記工事の一部設計変更に伴う契約の変更について、地方自治法（昭和22年法律第67号）第 180

条第１項及び盛岡市長専決条例（昭和23年条例第42号）第２条第８号の規定により、専決処分する。 

工 事 件 名 変 更 内 容 専決処分年月日 

盛岡市立仁王小学校校舎大規模改修（電気

設備）工事 

契約金額「 271,415,100円」を

｢ 273,845,000円｣に改める。 
令和４年11月15日 

 



報告第 126号 

専決処分の報告について 

 地方自治法（昭和22年法律第67号）第 180条第１項の規定により次のとおり専決処分したから、

同条第２項の規定により報告する。 

令和４年12月５日提出 

 盛岡市長 谷 藤 裕 明 

 

   専決処分書 

 下記工事の一部設計変更に伴う契約の変更について、地方自治法（昭和22年法律第67号）第 180

条第１項及び盛岡市長専決条例（昭和23年条例第42号）第２条第８号の規定により、専決処分する。 

工 事 件 名 変 更 内 容 専決処分年月日 

盛岡市立図書館耐震改修及び大規模改修

（建築主体）工事 

契約金額「496,650,000円」を

｢497,580,600円｣に改める。 
令和４年11月15日 

 



議案第 24 号 

   臨時専決処理につき承認を求めることについて 

 教育長に対する事務の委任等に関する規則（昭和49年教育委員会規則第２号）第４条第１項の

規定により次のとおり臨時専決処理したから、同条第２項の規定により報告し、承認を求める。 

  令和４年12月26日提出 

盛岡市教育委員会教育長 多 田 英 史     

 

臨時専決処理書 

教育予算その他議会の議決を経るべき議案について市長に意見を申し出ることについて、教育委

員会の会議を招集する暇がないと認めたので、教育長に対する事務の委任等に関する規則（昭和49

年教育委員会規則第２号）第４条第１項の規定により、次のとおり臨時専決処理する。 

  令和４年12月９日 

盛岡市教育委員会教育長 多 田 英 史     

 

   市議会の議決を経るべき議案に係る市長への意見の申出について  

令和４年12月盛岡市議会定例会に市長が提案する次の議案について、同意するものとする。 

 

令和４年度盛岡市一般会計補正予算（第８号）（教育費分） 

臨時専決処理の理由 

令和４年12月盛岡市議会定例会に教育委員会に関する議案を市長が提案するに当たり、地方教育

行政の組織及び運営に関する法律（昭和31年法律第 162号）第29条の規定により、教育委員会と

しての意見を市長に申し出ようとするものである。 



　　　　

《歳入》 【千円】

内　　容　

①こどもの安心・安全対策支援事業費補助金 学務教職員課 200

②学校保健特別対策事業費補助金 学校教育課

③学校保健特別対策事業費補助金 市立高校事務室

《歳出》 【千円】

①教員業務支援員の任用期間延長 学務教職員課 2,672

②スクールバス置き去り防止装置 学務教職員課 200

③学校保健特別対策事業（小） 学校教育課 7,560

④学校保健特別対策事業（中） 学校教育課 4,200

⑤学校保健特別対策事業（高） 市立高校事務室 400

5,880

200

11,521,366

１　令和４年度盛岡市一般会計補正予算（第８号）（教育費分）

　現計予算額 補　　正　　額 合　　　　　計

4,559,486 6,280 4,565,766

15,032 11,536,398

内　　容

　現計予算額 補　　正　　額 合　　　　　計


